
地域・家庭医療部（講座）

神奈川県立横浜翠嵐高校卒業
昭和59年 北海道大学医学部卒業
平成 4 年 カナダ家庭医学会 認定
　　　　  家庭医療学専門医課程修了
平成17年 英国家庭医学会正会員・専門医

（MRCGP）
平成21年 オーストラリアボンド大学健康科学・
　　　　　医学部名誉客員教授
平成26年 英国家庭医学会 最高名誉正会員・
　　　　　専門医（FRCGP）
臨床専門分野
１）家庭医療
研究分野　
１）家庭医療学　２）地域医療学
３）臨床教育学
４）ＥＢＭ　　　５）ＮＢＭ
趣味：旅行、料理、映画、歌舞伎、ゆる体操

部長（教授）　 　
葛西　龍樹

1）日本プライマリ・ケア連合学会 監事
2）日本医療機能評価機構 医療サービス事業 運営委員
3）英国家庭医学会雑誌 British Journal of General 
Practice 国際編集委員
4）WONCA（世界家庭医機構）Working Party on 
Researchアジア太平洋地域コーディネーター
5）WONCAアジア太平洋地域学術総会2019副大会長・
学術プログラム委員長

　地域・家庭医療学講座では、福島県内に広がる地域基盤型の拠点（現在６カ所）で診療・教育・研究を行
なっています。従来からの日本プライマリ・ケア連合学会の「家庭医療専門医」はもちろん、平成30年度か
ら開始した日本専門医機構の「総合診療専門医」、どちらを目指す専攻医も受け入れています。全国に先駆
けて福島県立医科大学が設立した「家庭医療学を専門とする講座」で、大学講座としての利点を活かしなが
ら、地域を基盤とした家庭医・総合診療専門医（プライマリ・ケアの専門医）を育成するプログラムがあ
り、次の７つの特長があります。
１．質の高い総合診療専門医を育成するため進化を続ける4年間の研修プログラムも選択可能
２．都市部からへき地・被災地まで～思いっきり学べる充実の研修とそれを支える安心の指導体制
３．家庭医療を教えてこそ家庭医療の理解が深まる～専攻医から積極的に関わる医学生教育
４．ワークライフバランスを大切に～研修先・研修内容は最大限「希望」を考慮
５．月例の専攻医向けフォーラムとTV会議システムを用いた多くの勉強会～どこにいても継続して学べる
６．海外家庭医療先進地視察～この分野における日本最大の海外ネットワークを活用して世界のスタンダードを知る
７．専攻医と本学の大学院生を兼務できる～診療しながらその中で生じた臨床上の疑問を研究できる

診療科（講座）紹介

学会活動

後期研修プログラム

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

URL http://www.fmu.ac.jp/home/comfam/

福島県立会津高等学校卒業
平成16年 福島県立医科大学卒業
平成26年 福島県立医科大学大学院医学研
　　　　 究科修了
臨床専門分野
１）家庭医療
２）へき地医療
研究分野
１）家庭医療学
２）臨床教育学
趣味：DIY、トレーディングカード講師  菅家　智史

栃木県立宇都宮女子高等学校卒業
平成26年 福島県立医科大学医学部卒業
臨床専門分野
１）家庭医療
研究分野
１）家庭医療学
趣味：温泉旅行

助手  遠藤　芽依

福島県立福島高等学校卒業
平成22年 福島県立医科大学医学部卒業
平成28年 家庭医療専門医取得
臨床専門分野
1）家庭医療
研究分野
1）家庭医療学
2）臨床教育学
趣味：温泉

助手  中村　光輝

修得すべき手技や経験目標など

1 年 次
（病　院）

12ヶ月：病院・総合診療研修
１年間を通してハーフデイバック
（診療所外来研修週１回）

2 年 次
（病　院）

12ヶ月：病院・内科研修
１年間を通してハーフデイバック
（診療所外来研修週１回）

3 年 次
（病　院）

３ヶ月：病院・救急科研修
３ヶ月：病院・小児科研修
６ヶ月：他科選択研修
１年間を通してハーフデイバック
（診療所外来研修週１回）

４ 年 次
（小病院／診療所）

12ヶ月：小病院、診療所・総合診療研修
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大学院・留学について

専門医受験資格のために必要とされる技能・手技目標

後期研修協力病院

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ
　2018年度から基本領域の専門分野となった「総
合診療専門医」。ちょっとわかりにくいかもしれま
せんが、地域を基盤としたプライマリ・ヘルス・
ケアの専門医として諸外国でもその国の医療保健
制度になくてはならない専門医です。日本語では
「家庭医」や「家庭医療専門医」と同義で、しば
しば併記して使われます。専門分野の学問として
の名称は「家庭医療学（Family Medicine）」で
す。
　28年前、カナダのレジデントとして私が「家
庭医療学の父」Ian R. McWhinney先生からマ
ン・ツー・マンで学んだ究極の教えは「そこにい
なさい（Be there.）」でした。患者さんのため
に、その家族のために、そして家庭医療学を学ぶ
人たちのために、彼らが必要な時に「そこにいな
さい」。たとえ物理的に不可能であっても、心理
的に「そこにいなさい」。私たち福島の家庭医
療・総合診療専門研修プログラムでは、専攻医が
患者さんとその家族のために「そこにいる」こと
の重要さを学び、指導医も専攻医のために「そこ
にいる」ことの重要さを学びます。
　ぜひ福島で私たちと、この新しくて重要な分野
を深めていきましょう。　　　　　（葛西龍樹）

　後期研修医は大学院生を兼ねることができます。研修を
しながら学位（専門医）取得を目指す研究を進めることが
できます。
　福島県立医科大学の地域・家庭医療部（講座）は、世界の家
庭医との日本最大のネットワークを持っています。このネッ
トワークを活用して、海外先進地視察、海外での研究発表、
ワークショップ参加、フェローシップ留学なども含めて家庭
医療をグローバルに学べるチャンスがたくさんあります。
　平成24年 3月、世界の家庭医療先進国の中でも最先端を
行くオランダのRodboud大学Nijmegen医療センターPrimary 
and Community Care講座と当講座の間で学術的連携の合意
書が取り交わされました。今後、国際学会で両講座合同の
ワークショップを開催したり、教育・研修プログラムや研
究についての情報交換、学生・研修医・スタッフの交換・
交流、共同研究プロジェクトなどを推進していきます。こ
の連携が、福島そして日本の家庭医療を発展させるための
大きな力となることが期待されます。

　以下の項目について詳細なカリキュラムが用意されてい
ます。
 
1 ．「家庭医・総合診療専門医」を特徴づける能力
患者中心の医療の方法　
家族志向のケア
包括的・継続的かつ効率的な医療
地域包括ケア

 2 ．すべての医師が備えるべき能力
診療に関する一般的な能力
コミュニケーション
プロフェッショナリズム
組織・制度・運営に関する能力

 3 ．家庭医・総合診療専門医が持つ医学的な知識と技術
健康増進と疾病予防
幼小児・思春期のケア
高齢者のケア
終末期のケア
女性の健康問題
男性の健康問題
リハビリテーション
メンタルヘルス
救急医療
臓器別問題

関連病院名 所 在 地

地域・家庭

医療学講座

指　導　医

各科  指導医

かしま病院

只見町国民健康保険朝日診療所

ほし横塚クリニック

保原中央クリニック

喜多方市 地域・家庭医療センター

大原綜合病院

公立相馬総合病院

公立藤田総合病院

竹田綜合病院

福島県立医科大学会津医療センター

福島赤十字病院

星総合病院

南相馬市立総合病院

い わ き 市

只　見　町

郡　山　市

伊　達　市

喜 多 方 市

福　島　市

相　馬　市

国　見　町

会津若松市

会津若松市

福　島　市

郡　山　市

南 相 馬 市

指導医名・職名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

※令和2年6月現在
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